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地域課題＆地域内連携の歴史のご紹介：JGNとともに進展

2002年～ブロードバンド(BB)松山;松山市内に総計3,000kmの光ファイバー
by NTT西日本・STNet・愛媛CATV

FASE社製の
「DV-CUBE」

詳細は、https://testbed.nict.go.jp/jgn/jgn-x_archive/ja/nwgn-front/interview/012_1.html

2010年 CEATEC JAPAN における立体ハイビジョン
IP伝送実証実験「道後坊っちゃん列車のLive中継」

JGN(L2サービス）

松山市内全小中学校/教育委員会

裸眼3Dモニターと
手術の裸眼3D映像

2016年～

2013年～

JGN(VMサービス）

愛媛大学

地域WIMAX→地域BWA →格安携帯

アイムービック
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(1) 小中学校向け環境教育コンテンツ「校区のお天気」

一校当たりの経費＝初期設備費(＝6万円)
+ 維持費（＝通信回線費＝500円～3千円

×12か月）←目的外利用の壁

図. 典型的な普及版センサノードの構成と設置方
法.(潮見小学校の例)

• 気温
• 発電量
• 日射量

全24（＋1）校

ＩＣＴ研究交流フォーラム高知セミナー, Shinji TSUZUKI (Ehime University)
2020/10/9
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SCOPE 2013 and 2014
愛媛大学, 愛媛CATV, アイムービック, ハレックス

https://www.soumu.go.jp/main_content/000374141.pdf



(1.1) 研究のきっかけ：午前中は晴れ、午後曇りの日の発電例

• 地点A: 愛媛大学で開発したスマートメータによる太陽
光発電量（1分毎の計測）

• 日照時間（気象協会データ）および、地点C（高井町）：1
時間ごとの計測

➢ 緻密(1分毎)に測定する

ことによって雲の厚さなど
の様子が予想できる

➢ 複数の地点を同時に測
ることによって、雲の動き
(<60km/h, 2kmメッシュ)
が予想できる

↓

• 太陽光発電(PV)パネルを

雲センサ化して、付加価
値をつける(⇔FIT)

✓ 天気予報の高精度化

✓ 発電予報への応用

✓ 環境教育コンテンツでお
返し

ＩＣＴ研究交流フォーラム高知セミナー, Shinji TSUZUKI (Ehime University)2020/10/9
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Heat Map Power generation map Solar radiation map
環境教育コンテンツ例

Shinji TSUZUKI , Ehime Univ.

広島はJOSEデータ
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http://miyabi.ee.ehime-u.ac.jp/~odenki/Map/heatMap/
http://miyabi.ee.ehime-u.ac.jp/~odenki/Map/pvMap/
http://miyabi.ee.ehime-u.ac.jp/~odenki/Map/sunlightMap/


「地理空間情報と環境情報を活用した災害避難共助支援による減災力向上に関する研究開発」
(162309002； JGN-A16007)

都築伸二、二神透、山田芳郎、渡部正康(愛媛大学）
菅厚世、出水明、阿部幸雄(株式会社アイムービック）

１ 研究開発の目的
南海トラフ巨大地震の懸念 → 共助・自助に

よる減災力を向上するためのコミュニティ
ベースの避難支援システムを開発し、実
践。

システムの特徴：
•地域住民が持ち寄った地理空間情報と、
その土地固有の気象や気候等の環境情
報を活用
•避難経路や気象条件をより直感的に設
定可能
•環境および防災教育用教材を充実し、ま
ち作りコミュニティ活動等を支援する機能
を開発することによって、平時から使える
システムとする。

２ 研究開発の内容及び成果
•スマートフォンのGPS情報に基づく現在位置
周辺（愛媛県内＋高知県須崎市）の地理空
間情報を自動取得し、シミュレーション用
データに変換
•設定した場所で発生した火災が延焼する様
子や、それから避難する結果を、スマート
フォンで共有可能になった
•ハザードマップを背景にすることができるた
め、避難計画を立てやすい
•「街並み設定ツール」で、建物情報の更新や
緑地計画が容易に行える
•防災・減災ワークショップで実践

平成28年度～平成30年度

ADVNET2020.10.9 Shinji TSUZUKI , Ehime Univ.
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「地理空間情報と環境情報を活用した災害避難共助支援による減災力向上に関する研究開発」
(162309002； JGN-A16007)

防災意識の変化の調査のため、ぜひ火災延焼シミュレータを
使用する前と後の２回アンケートにご協力ください。

Webページ中ほどの、こ
のアイコンからスタート

巨大地震に伴って発生する地震火災と、その火災からのコミュニティベースの避難支援シミュレータ

自分の住んでいる町や、現在位置周辺（2km四方）の地理情報(国土地理院)を用いて行う、手頃な火災延焼シミュレータ
⇒防災・減災ワークショップで利用

図2 延焼シミュレーションの結果例
図１ 「この地域でシミュレーション設定を作る」を選んだ時の画面例. 
(茶色の建物が木造、水色が鉄筋コンクリートの建物；道後温泉本館

から出火の例)

http://disastersim-01.ee.ehime-
u.ac.jp/simulator/#!/view/2020-10-7-
212329612067

ADVNET2020.10.9 Shinji TSUZUKI , Ehime Univ.
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「地理空間情報と環境情報を活用した災害避難共助支援による減災力向上に関する研究開発」
(162309002； JGN-A16007)

３ 今後の研究開発成果の展開及び波及効果創出への取り組み
• 地震火災から命を守るためには、地震火災時の住民の初期消火と消防の役割分担に関する対応、火災避難に関する事前および
災時対応の熟議が必要⇒自主防災計画の立案
愛媛県内の各地の自主防災会・学校と連携しながら活用し、地域が一体となった地震火災対策に繋げていきたい
GPS連動できない場所については、パソコンベースで別途開発しているシステムの開発を併用し、全国で地震火災対策に備える
ための防災教育のモデルカリキュラムを作成したい
✓ 特に若い世代向けには、他の防災アプリとも連携→ディジタル防災士養成

• 自主防災計画の立案を支援
• 防災教育教材
• 愛媛県内であれば、どの町でも現在位置のシミュレーション体験ができる。

図3 安全受熱限界（2,050kcal/m2H）以上の輻射熱を浴びた場合
の避難者アイコン

図4 空き地を活用(街並み設定)した火災に強い街作りシミュレー
ション例
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株式会社フロムページ 夢ナビより転載
https://yumenavi.info/lecture.aspx?GNKCD=g009161

NICT殿資源を利活用し、地域課題の解決実践例

Web service

1. Heat map app. using environment sensing platform

2. Fire and evacuation simulator

 LoRa radio

Conclusion

ADVNET2020.10.9 Shinji TSUZUKI , Ehime Univ.

3. Seto Inland Sea LoRa radio 

infrastructure project

✓ システム構築にあたり、地元企業殿に協

力していただいている

✓ 課題：事業の継続・持続可能性

9

https://yumenavi.info/lecture.aspx?GNKCD=g009161
https://yumenavi.info/lecture.aspx?GNKCD=g009161

